
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

インターバル速歩 

インターバル速歩とは、筋肉に負荷をかける 

「早歩き」と負荷の少ない「ゆっくり歩き」を交互に

繰り返すウォーキング法で、生活習慣病や認知

機能・うつ症状の改善効果が立証されています。 

企業の「健康診断の受診促進」、経営者・従業員

個々の「生活習慣病の発症リスク分析」、継続的

な健康増進の取組みを促す「健康促進ソリュー

ション」「インセンティブ」の提供など、健康経営の

実践を一貫してサポートするサービスです。 
Nose H et al. J Physiol 587:5569-5575, 2009:   
Furihata M et al. EB2018, Abstract, 2018.4.22.:   
能勢 博ら、特許 4876226 (登録日 2011.12.9） 
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インターバル速歩による改善効果の

アルゴリズムを本プログラムに導入 
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国内初となる「体力」「運動強度」に着目した生活習慣病改善効果の将来予測機能の開発 
 

運動などによる疾病リスクの改善効果の確認は、多くの人の場合、１年に１回の健康診断の受診時と 

なりますが、改善効果が分からないまま 1年間（次回健診時まで）運動を継続することはとても大変です。 

今般、「インターバル速歩」のアルゴリズムを本プログラムに導入することで、日々の運動の効果を反映

した生活習慣病の発症リスクの変化が短期間（例：週単位）で確認でき、健康改善に向けたモチベーション

の維持・向上が可能となります。 
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健康診断 
（1 年後） 

疾病リスク 
チェック 

日々の運動による健康状態の改善を定期的に確認 

既存機能 既存機能 インターバル速歩を利用した新機能 


